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固定資産税
65億6,613万円

48.4%

市民税
49億4,492万円

36.4%歳入合計
493億6,585万円

　都市計画税 
8億9,446万円

6.6%
　市たばこ税 
6億2,970万円

4.6%
　軽自動車税 
2億8,302万円

2.1%
入湯税 　

2億5,356万円
1.9%

　　　特別土地保有税
133万円

0.0%

自依

存

財
源

主

財

源

市税
135億7,312万円
27.5%

繰越金
23億9,813万円
4.9%

諸収入
20億5,704万円
4.2%

使用料および手数料
5億3,149万円
1.1%

その他
25億1,534万円
5.1%

地方交付税
147億7,521万円
29.9%

国庫支出金
60億9,112万円
12.3%

県支出金
34億8,863万円
7.1%

市債
14億8,790万円
3.0%

地方消費税交付金
15億9,869万円
3.2%

その他
8億4,918万円
1.7%

決
算
報
告

平
成
28
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、今
号
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平成28年度

自 主 財 源　市が自らの手で徴収、または収納できる財源のこと。
市税、使用料、手数料、寄附金などがあります。

依 存 財 源　収入にあたって国や県の関与を受ける財源のこと。
地方交付税、国庫支出金、県支出金などがあります。

地方交付税　地方公共団体が等しく合理的かつ妥当な水準で事務
を遂行し、財産を管理することができるように、市の
財政力に応じて国が交付するお金のこと。

市 　 　 債　市がする借金のこと。

市制施行80周年記念式典 高山駅自由通路完成高山祭屋臺からくり競演

歳入（入ったお金）と歳出（使ったお金）の内訳【一般会計】

財 政 の 用 語

※（　）は平成27年度決算

歳入■493億6,585万円（518億5,904万円）
歳出■464億2,092万円（478億6,092万円）

 Topic

　

平
成
28
年
度
は
、市
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

「
高
山
祭
の
屋
台
行
事
」の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登

録
や「
飛
驒
匠
の
技・こ
こ
ろ

−

木
と
と
も
に
、今
に
引
き
継

ぐ
１
３
０
０
年

−

」の
日
本
遺
産
認
定
な
ど
、市
政
に
と
っ
て

節
目
と
な
る
年
で
し
た
。

　

市
で
は
、こ
れ
ら
を
契
機
に
さ
ら
に
ま
ち
の
魅
力
を
高
め

将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、記
念
式
典
の
開
催
や
高
山
祭
屋

臺
か
ら
く
り
競
演
な
ど
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
学
年
の
拡
大
な
ど
福

祉
の
充
実
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
に
対
す
る
奨
励
金
な
ど
若
者

の
地
元
就
労・定
住
の
促
進
、高
山
駅
自
由
通
路
を
は
じ
め

と
す
る
道
路
環
境
の
整
備
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、歳
出
合
計
が
４
６
４
億
２
，０
９
２
万

円
で
、翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
は
19
億

６
，０
２
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

議会費
3億948万円
0.7%

歳出合計
464億2,092万円

総務費
62億9,463万円
13.6%

民生費
131億5,621万円
28.3%

衛生費
25億7,949万円
5.5%

農林水産業費
30億2,266万円
6.5%

商工費
29億829万円
6.3%

土木費
84億2,388万円
18.1%

消防費
15億4,739万円
3.3%

教育費
30億4,724万円
6.6%

公債費
48億6,127万円
10.5%

災害復旧費
2億7,037万円
0.6%


